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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ コロナ禍から市民の命と営業を守るための諸対策について 

 

 新型コロナウイルス感染症から鳥羽市民の命と暮らしを守るこ

とは現局面での最優先課題である。そこで以下の諸点について問う。 

 

①経済を止めない大前提として検査体制の強化が不可欠である。国

の責任で市の主産業であるすべての宿泊施設、観光施設関係者の

PCR検査実施を強く求めたいが市長の所見はどうか。 

また、多人数との接触が不可避である保育所や幼稚園、学校の職

員の PCR検査実施も強く求めたいが市長の所見はどうか。 

 さらに、コロナ禍で、帰省できずにいる大学生への PCR検査の無

料実施を行い、安心して帰省できるようにすべきと考えるが市長

の所見はどうか。 

②市内で新型コロナウイルス感染症感染者が発生した場合の即応

体制はどうなっているか。 

③暮らしと営業、地域経済を守るために国の臨時交付金を活用した

諸事業が進んでいるが、問題は市民がそれらを活用できているか

にある。各制度の利用状況から周知が行き届き、相談窓口が十分

に機能していると考えられるか。また、これらは施策の実施スピ

ードが肝心であると思うがさらにスピードアップするためにど

うすれば良いと考えるか。 

④地方創生臨時交付金第２次補正予算分を活用しての新たな商品

券発行、小中学校体育館の換気対策、避難所の３密対策、漁業者

への経営継続補助金の活用、商工業者への資金繰り融資援助につ

いて、市はどのように臨もうとしているか。 

また、国の新型コロナウイルス感染症対策に関する交付金申請の

ための各種実施計画の制度設計の段階で関係団体と関係者から

十分意見聴取をすることが肝要だがそうなっているか。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ コロナ禍における新たな「人権条例」の制定について 

 

 新型コロナウイルス感染症の感染者に関して差別が懸念され、市

長もメッセージを発した。感染者がまるで犯罪者のように扱われ、

謝罪に追い込まれる社会の眼差しは子どもたちの不安もあおって

いる。そこで以下の諸点について問う。 

 

①この機会に改めて差別と人権について市民的世論を醸成する必

要があると考えるが市長の所見はどうか。 

②人権と差別に関する市条例はどんなものがあるか。 

③現在の人権教育で人権と差別をどのように教えているか。 

④「鳥羽市人権施策基本方針」は「感染症」についてはどのような

位置づけか。 

⑤人種差別、ジェンダー格差、ＬＧＢＴへの差別など様々な格差と

差別が問い返されている。新たな「人権条例」の制定と「鳥羽市

人権施策基本方針」の改訂が必要だと考えるが市長の見解はどう

か。 

 

＜市長、教育長及び関係課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ コロナ禍における新たな図書館運営について 

 

 コロナ禍で鳥羽市立図書館も休館した。本好きの市民にとっては

やるせない思いの期間となった。全国では電子図書館を整備し、新

型コロナウイルス感染症による休館中も貸し出しを続けた自治体

もある。そこで次の諸点について問う。 

 

①新しい生活様式の模索の中で、図書館の役割も見直してしかるべ

きであると考えるが市長の基本見解はどうか。 

②電子図書館も見直されている。導入を調査すべきと考えるが市長

は方向を検討しているか。 

 

＜市長、教育長及び関係課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １０         戸 上  健 

 

○ コロナ禍が示した災害対応の強化策について 

 

 「コロナ禍のもとでの災害避難」という新事態になっている。政

府も「分散型避難」を呼びかけている。鳥羽市も新たな対応が求め

られているが次の諸点について問う。 

 

①自宅や親せき・知人宅への避難、または車中泊避難者等「分散型

避難」への支援物資の供給をどう考えているか。 

②国のプッシュ型支援が大きな役割を果たすようになっている。物

資の受け入れと配布体制はどうなっているか。また、在宅避難者

に対する保健指導員の派遣など命と健康を守る手立てはどうか。 

③感染症対策として避難所の飛沫の防止策が求められている。小型

のワンタッチテント持ち込み利用等についての市の方向性はど

うか。 

 

＜市長及び関係課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       ２         濱 口 正 久 

 

○ コロナ禍の学校教育の現状把握と今後の教育ビジョンについ

て 

 

 新型コロナウイルスによる各分野への影響は大きく未だ終息が

見えない。私たちは感染症対策をしつつ新しい生活様式の中、更な

る教育振興策を展開していかなければならないと考える。学校が再

開後の子ども達やコロナ禍で経済的影響を受けた家庭への対応も

同時に講じていく必要があると考える。そこで以下の諸点について

問う。 

  

学校の休校の影響と今後の新たな教育の展開の方向性について。 

①学校休校による影響について。 

・休校による学習の遅れへの対応とサポートは。 

・体力の低下と健康面の現状とサポートについて。 

②休校中の家庭状況の把握と虐待の有無及び対応について。 

③コロナ禍で影響を受けた困窮家庭への対応について。 

④新学習指導要領実施におけるデジタル化への対応について。 

⑤鳥羽市における海洋教育の可能性と重要性について。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ２         濱 口 正 久 

 

○ コロナ禍における経済の振興策と域内循環ついて 

 

 新型コロナウイルスの影響により落ち込んだ経済の活性化は急

務ではあるが、今後を見据えた新たな可能性を見出し展開していく

必要もあると考える。鳥羽市の主要産業の水産業や観光業の現状と

課題を把握して対策を講じつつ、コロナ禍の鳥羽市の活性化を一丸

となって図っていく必要があると考える。そこで以下の諸点につい

て問う。 

 

コロナ禍における経済振興策について。 

①水産業におけるコロナ禍の影響と対策について。 

・外国人労働力の確保の見通しと対策案は。 

②コロナ禍での鳥羽市の経済の可能性について。 

・ワーケーションの課題と可能性は。 

・企業のリスク分散型誘致の可能性は。 

③消費による経済活性化の対策について。 

・域内消費による循環型経済活性化策の考えは。 

・コロナ禍における地元業者育成及び救済策は。 

④市民及び職員との情報及び意識の共有の重要性について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １         南 川 則 之 
 

○ 鳥羽市公共施設等総合管理計画について 

 

 ウィズコロナ社会の新しい生活様式への対応及び少子高齢化に

伴う急激な人口減少を考慮すると、市が保有する公共施設等につい

ては、長期的な視点による適切な維持管理と計画的な施設の更新が

必要である。そこで以下の点についてきく。 

 

①施設類型ごとの実態把握及び２０２６年度までの１０年間と定

めた計画期間での公共施設等の基本的なあり方及びその見直し

について。 

②子育て支援施設及び保健・福祉施設の現状と課題及び今後の方向

性について。 

 

＜市長、副市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １         南 川 則 之 

 
○ 市が取り組むべき鳥獣被害対策について 

 

 市内全域において、サル、イノシシ、シカ等の鳥獣被害が深刻化

しており、農家の生産意欲の減退や地域農業の維持に深刻な影響を

与えている。そこで以下の点についてきく。 

 

①鳥羽市鳥獣被害防止計画について。 

②鳥獣被害の現状と被害の傾向について。 

③現状の被害軽減目標及び被害防止対策と課題について。 

④今後の獣害対策について。 

 

＜市長、副市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ３         瀬 﨑 伸 一 

 
○ ＡＬＴを主軸にした子ども達の英語学習環境について 

 

 令和２年度当初予算において、前年から１名増の３名体制となっ

たＡＬＴであるが、実施から半期が経過した現在、一定の運営実績

が出揃い、その効果、問題点についてもある程度はデータとして把

握できる状態となったはずである。そこで、ＡＬＴを主軸にした子

ども達の英語学習環境ついて、以下の諸点をきく。 

 

①コロナ禍であることの影響について。 

②ＡＬＴ１名増員となった効果について。 

③鳥羽市のＡＬＴ事業の問題点について。 

④鳥羽市の英語教育に関する考え方について。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ３         瀬 﨑 伸 一 

 
○ コロナ禍を生きる子ども達の学習環境について 

 

 今日現在、新型コロナウイルス感染症の感染者を出していない鳥

羽市であるが、コロナ禍の影響はその点のみでは語る事ができない

程、切迫した状況下にある。そんな中、奇しくもコロナ禍中のスタ

ートとなった鳥羽市における GIGAスクール構想の例がある。ハー

ドの整備について、急ピッチで進める市の姿勢に大賛成であるが、

その運営に係るソフト面での充実を計りきれないままの動き出し

となった感は否めない。新しい生活様式への変化が叫ばれる今こそ、

子どもを取り巻く学習環境について、場当たり的ではない、しっか

りとしたビジョンを持った行動が求められる。そこで、以下の諸点

についてきく。 

 

①これからの授業運営について。 

②遠隔授業について。 

③鳥羽市の教育近未来像について。 

 

＜市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ６         河 村  孝 

 
○ 海女漁業の現状と今後の支援対策について 

 

 本市の重要施策である水産業の振興、特に海女漁業の振興につい

ての現状と今後の支援対策について問う。 

 

① 海女漁業の現状について。 

・人数、漁獲量、収入などについて。 

② 海女漁業振興に関するこれまでの取組について。 

・取組の成果と分析はどのようになっているのか。 

・海女もん等の高付加価値化について。 

・資源の増大及び保護について。 

・後継者育成について。 

・多分野連携について。 

③ 海女漁業振興に向けた今後の支援施策について。 

・ブランディング戦略の考え方について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ６         河 村  孝 

 
○ 地域公共交通について 

 

 ２０４０年には人口１万人程度まで減少するといわれている本

市において今後地域公共交通の在り方についてどの様に考え事業

を展開して行くのか。以下の点について問う。 

 

①地域公共交通の現状について。 

・特に福祉バスの現状について。 

②鳥羽市地域公共交通会議について。 

・活動内容及び今後の在り方は。 

③鳥羽市地域公共交通網形成計画等について。 

・鳥羽市地域公共交通網形成計画の現状と鳥羽市地域公共交通計

画の策定状況について。 

④地域公共交通の今後について。 

・まちづくりや地域共生社会の考え方とどのようにマッチングさ

せていくのか。 

 

＜市長、副市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １１         浜 口 一 利 

 
○ 新型コロナウイルス感染症阻止と経済再開について 

 

 ７月 31日には、全国で１日あたりの感染者数が１，５００人を

超える最多を更新し、東京だけではなく地方でも感染者が増加して

います。政府の分科会はピークを過ぎたとの見解を打ち出していま

すが、「感染阻止と経済活動」の両立という困難な問題に、今後、

取り組んでいかなければなりません。そこで以下の点についてきく。 

 

①Go To トラベルにおける経済再開について。 

②「新しい生活様式」の考え方と市民への啓発について。 

③感染予防対策応援事業について。 

④観光地鳥羽としての感染予防策について。 

⑤今年度重点施策「関係人口づくりに結びつく施策」への影響につ

いて。 

⑥新型コロナウイルス感染症流行後の社会変化への対応について。 

⑦「感染阻止と経済活動」の中で市民を守るための市長の考え方に

ついて。 

 

＜市長、副市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ７        山 本 哲 也 
 

○ 新型コロナウイルスによる観光への影響と今後の観光行政に

ついて 

 

 新型コロナウイルス感染症は社会に未だ大きな影響を与えてお

り、国や県、本市においても様々な支援策が打ち出されてきたが、

観光産業に与えるダメージは計り知れない。ウィズコロナの時代を

どのように迎えるのか、伊勢志摩の観光を引っ張っていくために本

市が今後の観光行政をどうのようにしていくのかを問う。 

 

①本市の観光の現状認識について。 

②これまでの施策の効果について。 

③観光基本計画の見直しの必要性について。 

④今後の観光行政について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 


